
＃
２
３
１
９ 

 
富
士
展
望
シ
リ
ー
ズ
（
１
１
） 

甲
武
信
岳
〜
雁
坂
峠 

 
 

 

実

施

日 

二
〇
〇
七
年
九
月
二
二
日
〜
二
三
日
（
土
〜
日
） 

天

 

候 
晴
れ
、
翌
日
曇
り 

リ

ー

ダ

ー 
吉
田
正
之 

参

加

者 

友
近
洋
子
、
吉
田
正
之
、
服
部
美
千
代
、
馬
場
清
士 

計 

４ 

名 

費

 

用 

電
車 

新
宿
〜
塩
山
４
，
８
０
０
円
。
タ
ク
シ
ー 

塩
山
駅
〜

西
沢
渓
谷 
１
，
５
０
０
円
。
バ
ス 

新
地
平
〜
塩
山
駅 

９
４
０
円 

 
 
 
 
 

交
通
費 

計
７
，
２
４
０
円 

宿
泊
費
（
１
泊
２
食
）
７
，
５
０
０
円 

費
用
計 

１
４
，
７
４
０
円 

コ
ー
ス
タ
イ
ム 

１
日
目 

塩
山
駅(

八
時
五
三
分~
九
時
タ
ク
シ
ー)

西
沢
渓

谷
入
り
口(

九
時
三
〇
分~
三
五
分)

登
山
口(

一
〇
時)

昼
食(

十
一
時
三
〇
分~

五
〇
分)
１
８
６
９
ｍ
地
点

(

十
二
時
五
〇
分)

木
賊
山(

十
五
時
十
五
分~

二
五
分)

甲
武
信
小
屋(

十
五
時
四
十
五
分 
泊 

 
 
 
 
 
 
 

２
日
目 

甲
武
信
小
屋(

六
時)

甲
武
信
岳(
六
時
二
〇
分~

三
五
分)

甲
武
信
小
屋(

六
時
五
〇
分~
七
時)

西
破
風
山(

八
時
五
〇
分~

九
時)

東
破
風
山

(

九
時
二
〇
分~

二
五
分)

雁
坂
嶺(

九
時
五
〇

分~

十
時)

雁
坂
峠(

十
時
二
十
五
分~

四
五
分)

峠
沢
出
合(

十
一
時
二
〇
分~

四
五
分
昼
食)

ク

ツ
キ
リ
沢
出
合(

十
二
時
二
〇
分)

沓
切
沢
橋

(

十
二
時
五
〇
分~

五
五
分)

雁
坂
峠
入
り
口

(

十
三
時
三
五
分)

新
地
平
バ
ス
停(

十
三
時
五

五
分~

十
四
時
二
八
分
バ
ス)

塩
山
駅(

十
五
時

二
五
分~

四
〇
分) 

塩
山
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で 

西
沢
渓
谷
入
り
口
ま
で
入
り
、
西
沢
山
荘
横
の

登
山
口
か
ら
戸
渡
尾
根
に
取
り
付
き 

徳
ち
ゃ
ん
新
道
を

登
る
。
左
に
ト
サ
カ
状
の
岩
稜
の
鶏
冠
山
を
見
な
が
ら
、

樹
林
の
中
を
標
高
差 

１
３
０
０
ｍ
の
急
坂
を
た
だ
ひ
た

す
ら
登
る
。
近
丸
新
道
と
の
合
流
点
を
過
ぎ
、
厳
し
い
５

時
間
の
急
登
で 

木
賊
山
に
到
達
。
は
る
か
に
広
瀬
湖
が

見
下
ろ
せ
る
。
こ
こ
か
ら
２
０
分
の
下
り
で
甲
武
信
小
屋

に
到
着
。
小
屋
の
外
で
ビ
ー
ル
タ
イ
ム
。
夕
食
後
、
難
コ

ー
ス
で
知
ら
れ
る
東
沢
渓
谷
釜
の
沢
遡
行
の
ビ
デ
オ
を
小

屋
の
オ
ー
ナ
ー
山
中
徳
冶
氏
の
解
説
で
観
賞
。 

翌
朝
、
小
屋
を
６
時
に
出
て
２
０
分
で
甲
武
信
岳
頂
上
。

生
憎
曇
り
空
で
金
峰
山
、
国
師
岳
、
黒
金
山
な
ど
は
真
近

に
眺
め
ら
れ
る
が
，
富
士
山
は
雲
の
向
う
。
甲
武
信
岳
は

東
京
湾
へ
の
荒
川
、
太
平
洋
へ
の
笛
吹
き
川
、
富
士
川
、

日
本
海
へ
の
千
曲
川
、
信
濃
川
の
源
流
を
持
つ
分
水
嶺
。 

小
屋
に
戻
り
、
雁
坂
峠
に
向
か
っ
て
奥
秩
父
縦
走
路
を
辿

る
。
木
賊
山
を
巻
き
、
笹
平
非
難
小
屋
を
覗
き
、
西
破
風

山
の
急
坂
が
厳
し
い
。
ナ
ナ
カ
マ
ド
が
赤
く
色
づ
き
始
め

秋
の
気
配
。
立
ち
枯
れ
の
木
が
目
立
つ
。
ハ
イ
カ
ー
も
多

い
。
さ
ら
に
東
破
風
山
か
ら
雁
坂
嶺
を
越
え
、
雁
坂
峠
へ
。
三
伏
峠
、
針
の

木
峠
と
日
本
三
峠
と
い
わ
れ
る
。
山
梨
県
側
は
明
る
い
カ
ヤ
ト
の
原
と
な
っ

て
お
り
、
ト
リ
カ
ブ
ト
な
ど
の
花
が
咲
い
て
い
る
。
峠

沢
出
合
で
水
し
ぶ
き
を
浴
び
な
が
ら
昼
食
。
沢
沿
い
の

道
と
な
り
ク
ツ
キ
リ
沢
出
合
か
ら
左
岸
に
渉
り
、
ナ
メ

ラ
沢
出
合
を
過
ぎ
て
、
沓
切
沢
橋
か
ら
は 

雁
坂
ト
ン

ネ
ル
工
事
の
名
残
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
林
道
歩
き
と
な

り
、
雁
坂
峠
入
り
口
で
国
道
に
出
る
。
バ
ス
に
乗
る
頃 

雨
と
な
っ
た
。 

秋
色
の
中
、
こ
ぶ
し
会
ゆ
か
り
の
山
を
訪
ね
た
歩
き
甲

斐
の
あ
る
山
行
き
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

（
記
・
吉
田 

正
之
） 


